
塩竈の魅力を伝える「GAMA ROCK FES」
　東日本大震災後、平間至さんとATSUSHIさんの呼びかけで始まり、
今年で6回目の開催。和田アキ子さんや大友康平さんなど12組のア
ーティストによるステージイベントに会場は盛り上がりました。
　およそ1,400人の来場者はステージイベントのほか、被災地の特
産品や多彩なアートを楽しみました。      (9月23日 塩竈みなと公園)

市民に親しまれる秋の芸術祭
　第33回塩釜市芸術文化祭が｢みなと塩竈ゆめ博｣に併せて開
催されました。俳句、華道、着物着装の展示、舞踊、詩吟な
どが披露され、訪れた人たちは芸術の秋を堪能しました。

(10月1日 遊ホール)

「シオーモ絵本まつり」に
uwabamiがやってきた
　10月3日㈫～8日㈰に開催された｢シオーモ絵本まつり｣の
イベントに、ムトウアキヒトさんとはらだかおるさんによ
るアートユニット〝uwabami〞がやってきました。
　原画展やトークショーのほかに、その場で参加者を描く
ライブペインティングが行われ、参加した子どもは｢絵の中
に入ったみたいでうれしい｣と照れた笑顔で話していました。

(10月7日 ふれあいエスプ塩竈) パチリ！
　タウンアイズ
パチリ！
　タウンアイズ
※紙面に登場した方に写真を差し上げます。
　市政情報係 (☎355-5728) までご連絡ください。



巨大キャンバスにたくさんの子どもたちが
　美術家の鹽砂眞さんと詩人の小高果人さんによる公開制作｢シ
オーモ港駅｣が行われ、第二小学校2年生が訪れました。
　高さ170㌢、幅10㍍の巨大なキャンバスの周りで自由に絵を
描き、｢これからも絵を描き続けてね｣という鹽砂さんの言葉に、
子どもたちは大きくうなずいていました。
　完成した絵は、うみべの文庫(港町)に展示されます。

 （10月6日 市民図書館）

海辺に親しむ
　　「干潟つくり」
　松島湾アマモ場再生会議主
催で｢アマモの移植と干潟つ
くり｣が行われました。多く
の小学生が親子で参加し、春
に集めたアマモの種を選別し
たり、タッチプールで海の生
き物に触れたりしました。
　また、東日本大震災で被災
した北浜地区に整備中の北浜
緑地護岸に新しく干潟を作る
ため、参加者が砂をバケツリ
レーで運び入れました。
（10月9日 くろしおマリーナ）

　9月に開催した同大会東北予選会で上位に入賞し、11
月11日㈯～12日㈰に山梨県甲府市で開催される｢第12回
全国ブロック選抜U-12体操競技選手権大会｣に出場する小
学生が市長を表敬訪問しました。

三浦 大知くん
玉小6年(写真右)
　｢跳馬｣で10位以内に
入れるよう頑張ります。

大元 龍星くん
二小6年(写真中央)
　練習の成果を出せる
よう上位を目指します。

渡邉 理仁くん
一小5年(写真左)
　たくさん練習して個
人上位を目指して頑張
ります。

だい ち

りゅうせい

り  ひと

しお  さ まこと                                      こ  だか か  ひと

全国ブロック選抜Uｰ12
体操競技選手権大会に出場！
全国ブロック選抜Uｰ12

体操競技選手権大会に出場！

オーモ絵本まつり｣の

みなと

広報しおがま2017年11月号13




